
人口増加率（平成7～12年国勢調査） 
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ま
だ
ら
模
様
で
や
っ
て
く
る
横
浜
の
人
口
減
少
社
会

東
京
の
縮
小
に
よ
っ
て
、
横
浜
の
人
口
減
少
社
会
は
、
”ま
だ
ら
“模
様
で
や
っ
て
く
る
。

人
口
減
少
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
市
域
と
い
う
視
点
だ
け
で

な
く
、
地
域
と
い
う
視
点
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

日
本
の
人
口
減
少
が
つ
い
に
始
ま
っ
た

厚
生
労
働
省
が
2
0
0
5
年
12
月
22
日
に

公
表
し
た
人
口
動
態
統
計
の
年
間
推
計
で
、

日
本
の
人
口
が
1
万
人
自
然
減
し
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
こ
と
が
、
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。

1
9
8
0
年
代
後
半
か
ら
急
速
に
進
ん
だ

少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
つ
い
に
人
口
が

年
々
減
り
続
け
る
と
い
う
社
会
が
到
来
す
る
。

市
区
町
村
別
の
人
口
動
態
を
み
る
と
、
1

9
9
5
年
か
ら
2
0
0
0
年
に
か
け
て
、
す

で
に
約
3
分
の
2（
67
・
6
％
）の
自
治
体
で
人

口
が
減
少
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
域
は
2

0
0
0
年
以
降
も
拡
大
し
、
2
0
0
0
年
か

ら
2
0
3
0
年
に
か
け
て
、
半
分
以
上
の
自

治
体
で
人
口
が
2
割
以
上
減
少
す
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
横
浜
と
い
う
首
都
圏
の
大
都
市

に
暮
ら
す
私
た
ち
に
は
、
人
口
減
少
社
会
が

到
来
す
る
と
い
う
実
感
は
ま
だ
乏
し
い
。

人
口
が
1
0
0
万
を
超
え
る
大
都
市
で
は
、

2
0
0
0
年
か
ら
2
0
0
5
年
の
間
に
人
口
が

減
少
し
た
の
は
北
九
州
市
だ
け
で
、
横
浜
市
で

は
、
2
0
0
2
年
に
は
人
口
が
3
5
0
万
人
を

突
破
、
2
0
0
5
年
の
1
年
間
の
推
移
を
み
て

も
約
2
万
1
0
0
0
人
も
人
口
が
増
え
て
い

る
。
横
浜
市
に
つ
い
て
い
え
ば
、今
後
も
し
ば

ら
く
は
、人
口
の「
成
長
・
拡
大
」傾
向
が
続
い

て
い
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
横
浜
市
の
人
口
予

測
で
も
、
全
市
で
減
少
が
始
ま
る
の
は
2
0
2

0
年
頃
か
ら
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、「
全
市
」と
い
う
ス
ケ
ー
ル
で
は

な
く
、
き
め
細
か
く
市
内
の
各
地
域
の
人
口

増
減
や
少
子
高
齢
化
の
度
合
い
を
見
て
み
る

と
、
私
た
ち
の
横
浜
で
も
、
す
で
に
人
口
減

少
社
会
の
足
音
が
忍
び
寄
り
つ
つ
あ
る
の
で

あ
る
。

南
北
に
分
裂
す
る
多
摩
丘
陵
地
域

東
京
23
区
で
は
、
地
価
が
下
げ
止
ま
り
、

再
び
高
騰
の
兆
し
を
見
せ
始
め
、
ミ
ニ
バ
ブ

ル
の
再
来
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

要
因
の
1
つ
に
23
区
へ
の
人
口
の
回
帰
現
象

が
あ
る
。
1
9
6
6
年（
昭
和
41
年
）の
8
8

9
万
人
を
ピ
ー
ク
に
、
長
期
減
少
傾
向
に
あ

っ
た
東
京
都
区
部
の
人
口
が
、
1
9
9
6
年

（
平
成
8
年
）の
7
9
6
万
人
で
底
を
打
ち
、

そ
の
後
年
々
増
加
を
続
け
、
2
0
0
5
年
に

は
8
4
0
万
人
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
都
心
回
帰
現
象
は
、
東
京
都
区
部
だ

け
で
な
く
、
横
浜
の
都
心
臨
海
部
で
も
同
じ

傾
向
が
見
ら
れ
る
。
1
9
6
5
年（
昭
和
40
年
）

以
降
、
長
期
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
中
区
と
西

区
の
人
口
が
、
中
区
で
は
1
9
9
4
年
に
11

万
6
2
0
8
人
、
西
区
で
は
1
9
9
6
年
に

7
万
5
0
8
6
人
で
底
を
打
ち
、
そ
の
後

年
々
増
加
を
続
け
、
2
0
0
5
年
12
月
末
に

中
区
で
12
万
8
7
5
4
人
、
西
区
で
8
万
3

3
1
3
人
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
10
年
間
の
こ
う
し
た
人
口
の
都
心
回

帰
現
象
は
、
横
浜
郊
外
部（
内
陸
丘
陵
部
）の

人
口
動
態
や
人
口
構
造
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
始
め
て
い
る
。
成
長
・
拡
大
期
の
横

浜
内
陸
丘
陵
部
で
は
、
エ
リ
ア
の
区
別
な
く
、

い
ず
れ
の
行
政
区
で
も
人
口
が
爆
発
的
に
増

加
し
続
け
た
。
と
こ
ろ
が
、
1
9
9
5
年
か

ら
2
0
0
0
年
に
は
、
東
京
に
地
理
的
に
近

い
北
部
方
面
の
青
葉
区
、
都
筑
区
、
緑
区
、

港
北
区
で
は
、
隣
接
す
る
川
崎
北
部
と
と
も

に
、
人
口
増
加
率
が
5
％
を
超
え
て
い
る
の

に
対
し
て
、
港
南
区
、
栄
区
、
磯
子
区
、
金

沢
区
な
ど
南
部
方
面
で
は
、
三
浦
半
島
・
湘

南
エ
リ
ア
と
と
も
に
、
人
口
が
減
少
・
停
滞
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エ
ピ
ソ
ー
ド
で
描
く
変
わ
る
横
浜
の
市
民
生
活
と
都
市
の
姿
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傾
向
に
あ
る
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
6
で
触
れ
た
よ
う
に
、
か
つ

て
は「
第
四
山
の
手
」と
し
て
一
体
的
に
と
ら

え
ら
れ
た
拡
大
す
る
東
京
の
郊
外
と
し
て
の

多
摩
丘
陵
地
域
が
、
人
口
の
増
減
に
よ
っ
て

お
お
む
ね「
南
と
北
」に
大
き
く
色
分
け
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
着
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

人
口
の
増
減
だ
け
で
な
く
、
少
子
高
齢
化
の

傾
向
に
つ
い
て
も
、
同
じ
内
陸
丘
陵
地
帯
の

郊
外
部
の
中
で
、
差
異
が
現
れ
始
め
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

成
長
・
拡
大
期
に
は
、
横
浜
郊
外
部
は
、

都
心
及
び
そ
の
周
辺
部
と
比
較
し
て
、
生
産

年
齢
人
口
と
年
少
人
口
の
比
率
が
高
く
、
高

齢
者
の
比
率
が
低
い
と
い
う
の
が
一
般
的
で

あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
2
0
0
5
年
に
は
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
比
率
は
、
青
葉
区（
11
・
7
％
）

や
都
筑
区（
9
・
9
％
）で
は
、
い
ま
だ
に
10
％

前
後
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
他
の
郊
外
区
で

は
、
市
平
均
の
16
・
3
％
を
超
え
て
い
る
。
さ

ら
に
、
特
に
旭
区
（
18
・
8
％
）、
瀬
谷
区

（
17
・
5
％
）、
栄
区（
17
・
5
％
）、
金
沢
区

（
17
・
3
％
）、
港
南
区（
17
・
1
％
）で
は
、
都

心
周
辺
部
の
鶴
見
区（
15
・
5
％
）や
神
奈
川
区

（
16
・
8
％
）
よ
り
も
高
齢
者
の
比
率
が
高
く

な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
行
政
区
ご
と
に
人
口
構
造
が

ま
だ
ら
に
異
な
る
傾
向
は
、
少
子
化
の
度
合

い
を
測
る
15
歳
以
下
の
比
率
に
つ
い
て
も
同

様
で
、
や
は
り
2
0
0
5
年
に
、
都
筑
区
が

19
・
9
％
と
高
い
比
率
を
示
し
て
い
る
の
に
対

し
て
、
都
筑
区
に
隣
接
す
る
港
北
区
で
は
12
・

8
％
と
市
平
均
13
・
7
％
を
下
回
っ
て
い
る
。

も
は
や
都
心
郊
外
と
い
う
単
純
な
色
分
け

で
は
、
市
域
の
人
口
動
態
や
構
造
に
つ
い
て

語
れ
な
い
時
代
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

ま
だ
ら
模
様
の
人
口
減
少

さ
ら
に
言
え
ば
、
横
浜
に
お
け
る
人
口
減
少

社
会
の
実
態
は
、
行
政
区
単
位
の
統
計
デ
ー
タ

で
は
、
実
は
見
え
て
こ
な
い
。

同
じ
行
政
区
の
中
で
も
、
市
街
地
形
成
の
時

期
や
鉄
道
駅
か
ら
の
距
離
に
よ
っ
て
、
地
域
ご

と
に
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
度
合
い
が
大

き
く
異
な
る
傾
向
が
出
始
め
て
い
る
か
ら
だ
。

1
9
9
5
年
か
ら
2
0
0
0
年
の
人
口
と
世

帯
の
増
減
の
傾
向
を
、
統
計
メ
ッ
シ
ュ
を
活
用

し
て
、
地
区
ご
と
に
分
析
す
る
と
、
郊
外
部
で

も
駅
周
辺
の
既
成
市
街
地
で
は
、
20
歳
代
前
半

の
単
身
世
帯
の
転
入
に
よ
っ
て
人
口
が
安
定
・

増
加
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
て
、
1
9
7
0
年

頃
か
ら
1
9
9
0
年
頃
に
か
け
て
形
成
さ
れ
た

駅
か
ら
バ
ス
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
住

宅
団
地
で
は
、
共
同
住
宅
、
一
戸
建
て
を
問
わ

ず
に
人
口
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。

特
に
着
目
す
べ
き
な
の
は
、
こ
の
よ
う
な
住

宅
団
地
の
人
口
減
少
が
、
世
帯
規
模
の
縮
小
と

高
齢
化
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

住
宅
団
地
の
人
口
構
造
は
、
50
歳
中
ご
ろ

に
大
き
な
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
30
歳
〜
40
歳
代

の
比
率
が
少
な
く
、
20
歳
中
ご
ろ
に
第
2
の

ピ
ー
ク
が
き
て
、
20
歳
以
下
で
は
年
齢
が
下

が
る
と
人
口
比
率
が
低
く
な
る
、
と
い
う
共

通
の
傾
向
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
住
宅
団
地
が
供
給
さ
れ
た
と
き

に
最
初
に
入
居
し
た
、
い
わ
ゆ
る「
第
一
世
代
」

の
家
族
の
子
ど
も
た
ち
が
、
成
人
に
な
り
所

帯
を
構
え
る
と
転
居
し
て
し
ま
う
こ
と
、
ま

た
住
み
替
え
で
世
帯
交
代
す
る
こ
と
が
な
く
、

「
第
一
世
代
」の
み
が
残
り
住
み
続
け
、
そ
の

ま
ま
年
齢
を
重
ね
て
い
く
傾
向
を
示
し
て
い

る
。
仮
に
こ
の
ま
ま
の
傾
向
で
推
移
す
れ
ば
、

郊
外
の
バ
ス
利
用
の
住
宅
団
地
の
多
く
で
、

2
0
1
5
年
ぐ
ら
い
ま
で
に
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
が
住
民
の
過
半
数
以
上
を
占
め
る
可

能
性
が
あ
る
。

一
方
で
近
年
、
大
船
駅
や
金
沢
八
景
駅
周

辺
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
郊
外
部
の
駅
周
辺

で
は
工
場
や
社
員
寮
跡
地
を
利
用
し
た
大
規

模
な
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
が
進
み
、
局
所
的
に

人
口
が
急
増
す
る
ケ
ー
ス
が
出
て
き
て
い
る
。

同
じ
区
内
で
も
バ
ス
利
用
圏
の
エ
リ
ア
で

は
人
口
減
少
が
進
み
、
駅
周
辺
で
は
人
口
が

急
増
す
る
と
い
う
こ
と
も
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
仮
に
こ
れ
ら
を
行
政
区
単
位
で
な
ら

し
て
し
ま
え
ば
、
人
口
増
減
が
と
ん
と
ん
と

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
が
統
計
上
は
表
面

化
し
な
い
可
能
性
が
高
い
。

し
か
し
、
市
民
生
活
の
課
題
で
考
え
れ
ば
、

高
齢
化
が
進
む
人
口
減
少
地
域
と
若
年
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
も
多
い
人
口
増
加
地
域
で
は
、
学

校
や
保
育
園
の
整
備
、
高
齢
福
祉
政
策
な
ど

明
ら
か
に
そ
の
対
応
の
方
向
性
が
異
な
っ
て

し
か
る
べ
き
だ
ろ
う
。

横
浜
の
人
口
減
少
社
会
は
、
地
域
ご
と
に

異
な
る
ま
だ
ら
模
様
で
や
っ
て
く
る
。
こ
の

白
書
で
は
、
そ
の
実
態
を
さ
ら
に
詳
細
に
分

析
・
把
握
す
る
と
と
も
に
、
区
よ
り
も
さ
ら

に
小
さ
い
単
位
の
地
域
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
に
つ
い
て
考
え
る
。
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■第1部　12のエピソードで描く変わる横浜の市民生活と都市の姿


